
 

●党県議団は、高知

市広報あかるいまち

10月号の表紙に登場

した斎藤喜美子さん

（高知県愛玩動物協会代

表）をお招きし、犬猫な

どペットと人がより良く

暮らせる環境を作ってい

く道筋について懇談しま

した。当日は、県から委

嘱された動物愛護推進員、

県小動物管理センター職

員も参加。 

 心無い人間によって捨

てられる犬、猫。管理セ

ンターはいくら譲渡して

も次々と収容され満杯となり、結局、管理センターや

保健所にも収容できず野良として繁殖する悪循環とな

っている事が明らかにされました。 

●最期まで飼育すること、不妊去勢手術の必要性と獣

医師との連携、災害時の同行避難・同伴避難など、飼

主としての私たち人間のありようを考えあうことが、

最も急がれる大事なことだと、学校や地域での講習会

や啓発教室で斎藤さんたちは話されています。 

殺処分ゼロという声に押され、目先だけの数値を追

うのではなく、責任感ある人間・飼主を増やす事業と

不妊去勢事業を県がリードし予算をしっかりつける姿

勢をぶれずに持つ事が真のゼロへの道だと学びました。 
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新屋敷事務所  823-5878 

薊野事務所   846-2046 

県議会控室   823-9524  

 


